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　此の小説の初版に読まれる巻頭の覚書で，Stendha1はこの作品が1827年

に創作されたのであるから，1830年の事件，即ち，7月革命に関する如何な

る示唆も含まれていないと，断言している。Lかし，これ1ま勿論’Ste亘dha1

の給晦であって，かかる断言にも拘らず次の頁で〈1830年の年代記〉・という

副題を書きこまざるを得なかった。事実；小説の第二部に描写されている幾

つかの事件がそれを証拠だてている。だが，此の小説の成立に決定的’〈sour－

ce＞を提供したのは周知の如くAntoine　Bertlietの犯罪であった。第二章

でこの事件の詳細に就いては触れたいと考えるが，Stendha1の出身県でもあ

るイゼール県のブラングで，Antoine　Berth’etが傷害事件を起したが，此の

事件の梗概をStendha1は作品構成上の骨組とした。此のBerthetの犯罪を

作家はrGazette　des　Tribuneaux』を読み知ったという。St緬dha1はこの新

聞の定期愛読者であったのである。1827年の12月の28，29，30，及び，31の

諸号にBαthetの犯罪は読まれた。此の事実はStendha1が小説を1827年に

創作したと称しているのを否定できよう。さらに，彼は1827年にrProme－

nades　dans　Rome』を決定稿にするために励んでいたが，その頃，問題の

Berthet事件とは別め犯罪を‘『Gazette　det　Tribuneaux』で読んでいるので

ある。すなわち≧そ才tばLaffargueの訴訟記録である。彼はオーぷピレネ

ー地方のバアニエルで恋人を殺害L，5年の牢獄生活を送らた後｝1829年8

月21目に死刑を執行さ洗だぶ此の事件を作家et－’CP±oihenades　da㎡．　R6me』’
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のために利肌た．従。て，若しS・・ndh・1カ・B…h・・事件蜘・ていたな

らet’．L。ffargu。とB…h・・の名を並乱たであろうと抽測される・要す

るに作家はrt。　R・・ge　e・1・N・i・』を・827年…創作して・・るどころカleプ

ランさえも持ち合せて・・なか。た．と断言できよう・ではC・1・mbが認めた

〈JU、i。。〉なる草徹作家は何時創作したのであろうか・以下・　Hen「i　Ma「－

ti。eauの研究1・基いて創作eeue・5・明白U・したいと思う・先述した『P「°me－

nades　dans　Rome』の一冊にStendhal，自身が記した覚書から〈Julien＞の発

想力・マ、レセーユ滞在中の・828年の・・日25日の夜・・あ・たと・H・・「i　Ma’tineau

噸べて，同じくrLu…nL・UW・n』の願峡の辮訊てい⊇摘し

ている。
　　ぷ，醐ぽ・82・∴ec・d・・」・fi・t・・p・・ur・1・m・nusc「’‘　du

Rouge．＞r〔1）

　　また，S，。。dh。1はrU・・P・・i・i・n…i・1』のプランを約つつ次の如く

・

記した。
　　、《A，，a。geぽt・hi・t・ire　c・mm・」’…angerai・．」・li・n　h　Ma「seille・〉一

　（2〕　　　一　　．　「’

　　さらに・837trpの・6月・にS・・nd・hql・はナソ・で値をして・・るが・その際も

　次の回想をしでいる○
　　〈NarP・e、，」・嚇・e，　me　se・q・Mar・eill・f・r・・．h・R・99・》一〔3〕r

　　作家自身磯度か呼言によっ一て儒の発想をマルセーユで得ていると看

　倣してよいでpaろう，6しかし，年月・日に就いてはMa頭血eauによると・28

年と、＼．うのは作家の讃違・・で2，9年の．ことであると証して・・る・Stendhal

舗。ラシ期旅行力・ら帰・たの・は・．・8295P・2月・日．である・その日にC°1°mb

　：は従兄の．〈J司ie⇒と太字で題された原稿を見たと証言している。Martineau

はこれを証批して上述の、蜘をして・・る。一私も彼の擬を正い’躍う・

その理Me＊28・iiiLと29年撤ぶ’・一年のあい牢作家力・楓h時件がvaeeされ

　ている『G銘ette　des　T壬i｝9μn田ux』を充分に読む機会があつた。と・考察され
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『赤と黒』1に就いて　　21

るからである。此の作品の第二部O’ヒP’インであるMatildeの人間像形成か

らも創作の過程を解く鍵がある。南フランス旅行から作者が小説の第一部，

すなわち，まだ〈Juli’en＞と題していた原稿を携帯して帰ったと思われるが，

それには第二部が欠けていたようである。此の旅行はStendhalがRubempr6

夫人の愛を取り戻す目的からであったとされているが，消えた灰に火は再び

ともらなかった。夫人は作家を彼の友人Maresteと代えたでのある。だが彼

が深刻に悩んだ様子はない。むしろ，失恋が彼に執っては幸運をもたらした

と言えよう。Stendhalは女性の愛を獲得することを幸福狩と称していたが，

今回は向うから獲物はとび込んできた。30年1月2t日に彼はJiulia〔注1〕の

恋の仕草に驚かされる。当時を追憶して『Vie　de　Henri　B則lard』bこ次の如

く告白している。

　＜J’6tais　devenu　parfaitemenlt　heureux，　c’est　trop　dire　mais・enfin　fort

passablement　heureux，　en　1830，　quand・j’6crivais　・Le　R（suge　et．’le　Noir、〉一

（4〕

　此の回想は作品を創作している作家としての幸福を表現していることは言

うまでもないが，彼はJiulieの愛を得てMatildeとJUIienとの愛を描写す

る確信のみならず作家として創作に必要な真摯性を得たのである。つまり，

Jiuliaとの恋愛体験こそ作家が第二部を創作する原動力となったと，思われ

る。此の問題，すなわち，第二部を創作するStendhalの意図をMartineau

は次の如く説明する。彼がJUIienなる田舎出身の青年をPlutarque，なかん

ずくNapo160nの弟子として創作を意想したのは30年1月17日のようである

と，推測している’。けれども私はかかる推定には疑問を持たざるを得ない。

執筆中：の作家がすでに創作した部分に必然的に誕生している作品像を容易に

変貌させうるなどとは考えられないことである。すでに私は『Lucien　Leu－

wen論』で研究じだデーマである作者と作品像との関係は小説の完成なり，

形成過程なりで発生を観るのではなく，作者が小説を創作し始めたときすで

に彼は作品像を脳嚢に描いkiいると観られる。’一それゆえ，　Colombが見たと
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し、う〈Julien＞はすでに主人公がNapol60nの弟子であることにかわりはな

いo

　さて，作品を詳細に読むと理解されるのであるが，Stendha1が第二部で

布祈している部分を示唆しうる。例えば，『Hernani』・『Manon』のバレー

などに触れた頁がそれである。とにかく30年4月8日の彼とルヴァスール書

店との契約によると，Stendhalはこの作品の二冊本と六冊本の各々750部の

権利を書店に1500フランで売却している。ところでこの契約書は書名に就い

ての興味深い事実を教示している。それは契約条項の一条に§tendha1が本

の題名を『JUIien』としようとしていたとあることである。このような根拠

からrLe　Rouge　et　le　Noir』という書名が決定されたのは30年の5月にな

ってからであろうと看倣されている。此の作品の創作問題に推定事項が多い

のはこの小説の原稿が一枚も現存していないからである。けれどもSten－

dhalの手許にあった本や，後世に残る彼の他の著作の原稿などに散見してい

る余白に記された覚書から作家の仕事ぶりを部分的に研究することができ

る。この経過を続いて　Martineauの研究に従って紹介したい。確かに最初の

原稿が5月に出版社に渡されたと思われる。5月12日に彼は3回目の原稿分

である五章の後半と六章の前半を訂正している。20田こは7回目，（九章の

後半と十章，それに十一章前半）。25日に9回目，（十三章後半と十四章，但

しこの最後の頁欠除）。ここまでが第一巻を形成している。第二巻に入って

7回目にわたる7月25日に作成された原稿は8月4日にやった印刷された。

その遅延理由は植字工が仕事を拠棄して栄光の3日に参加していたからであ

る。その数日間Stendhalはロテル・デ・ヴァレの自室で銃声を耳にしつつ

何処へも行かず例のrM6morial　de　Sainte－－H61さne』の余白に内乱の進行を

記していたという。また，彼が『Vie　de　Henri　Brdard』で告白していると

ころから推測すると7t　Jiuliaの部屋にもいたことになる。さて続いて第二巻

の11回目の原稿を訂正したのは8月11日である。この後も作家は縮めたり伸

ばしたりして修正していたと推察されるが，、，t丁度，その頃作家ρ社会的身分
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『赤と黒』Pに就いて　　23

に変化があった。lStendhalは新政府からトリエステの領事に任命された。

一方，彼はJiuliaとの結婚を考えて彼女の後見人Berlinghieri公使と交渉

していた。かかる作家の一身上の都合からStendhalは出版者に次の書簡を

送ったと観られる。

　《En　v6rit6，　Monsieur，　je　n，ai　plus　la　tete　h　corriger　des　6preuves．

Ayez．1a　1）ont6　de　bien　faire　士e五re　les　carCons…r・・Puisse　ce　roman．atre

vendu　et　vous　d6dommager，des　retards　de　1’auteur．〉一〔5〕

　このような社会的個人的事情が小説の印刷に6ケ月も要する結果となった

のである。

一 第二章、Berthet事件

　此の小説は作家の創作行為を研究テーマとして求める場合s：そのテ三ざは

小説化された諸事実を含むと規定でぎる6、そしで研究すべきは第デ章で触れ

たBerthet事件であり，それは小説全体のくSource＞でもあり，〈Modeles＞

でもある。但し”’，　ee二部にはその影しか見せていない。此の事件は作家に執

って関心を強よく覚える個人的関係があった。此の裁判の判事Michoud氏

とStendha1はかって友人であったbまた，判事は射たれた女性の夫と従兄

弟であった。Stendhal　：自身は事件を『Gazette　bes　Tribunaux』T／を読んで詳し

く知ったとしても，此の事件はパリのサロソでも話題になったと思われる。

作品の第二部，第四十一公判の前章に，

　＜Le　Pays．se　souviendra　longtempS　de　Ce　proces　c61さbre．1／in6r色t　pour

l’accus6　6tait董｝ort6　jusqu’b　1’agitatilop：C’est　que　son　crime　6tait　6tonnant

et　pourtant’Pa．s　atorce．・L’e6厨16t6，　ce　jeune　homme　6tait．si　beau！Sa

拠t・f・r加吟繊6瞬鵬aU蜘飽t・i命杭・n・麺鯉嘩L・q・n・仏m鱒O嘩

ils？，　demaidai印t　aβ頭麺里§《a賊h（im．mes・ざdC　le嘩埠o麺顎ance・一ρちQ聖垣．

voyait　pa∬ssantes　atte耳也◎蓮滋P9卵隙§亘碑品嬰V鳶》≒丘6〕．1・－v：E／J一ゴこ
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　そして，，Ste血dhalは若い友人Saiht←Be耐e，のヒ∫の感想に同意を示旭澄で

あろう。　　　　　　　、　　　㌃’　．’“　’．’　1’”’．tt　　．lt　－’『◎　　1’ご’一一

H，Dumourardlめ『Pages．・S㊦ndhalie顛es』か・ら一連「の1．　Berthetの．書・簡を

たどってみよう。

　1827年9月28．日の手紙

　　くJe　voudrais　etre　jug6　et　etre　apres－demai・n　cohdUit　au　supP∬ce，1a

rnort　est　le　plus、　doux　Pa・rdon．que　j’e　pUisse　obtenir・　J，assure，・qulell’e　n’a：

rien　qUi　m’effraie。　Qri　m’avait　d6ja　fait　assez．abhorer　la．L競εpou：r（1μe⑳us

ne　venez　pas　par　vos　traitements　me　la　rendre　encore　plus　o（lieuseL：’．

　〈Ne　me　faites　pas　respirαPlus　lo㎎temps　un　air　corrompu・Permettez－

moi　de　paraitre　quelque　f∂iSジala　cOUr，　oU’：je’pro皿ets　de　ne　pas　ouvrir　la

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
bouche，　et　que　1’arbitraire　ne　contmue　pas　a　augmenter　mes　maux……

Berthet．〉一〔7〕　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　”

　此の手紙に相当する小説の部分を比較して観ると，その最初の部分を第二・

部第三十六章の未行に読め・る。JUIienはMatildeに対して面倒でも果して

おかねばならないこ．とを考えたり，牢番からRanal夫人の傷が致命でなが

っ・たことをts　6たりしたあとで数日を訊問．もなく一人で過すことがでぎてい

彼は自分の心を諦観する余裕を持った。そこでStendba1はこう書い・てい．る・b

　　《【lne　trouvait．］ぼen　que　de　simple．da．ns　son　affaire：J’a量voUlu　tuer・je［

dois　etre　tu6》一〔8〕

と。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　「　　　　　一

　牢獄の件に就いては第四．十二章にMatildeが死「刑に対する訟訴もしない

のかと立上って眼を怒り輝かせながら言った。それに対するJUIien．の返事6

　　《－Parce　que，　en　Ce　moment，1、　je　me　sens‘le　courage　de：mourir　sans『trop

faire亘re　b血es　d6pens，．　Et　qui　me　dit　que　da．ns　deux　mois；apres　un　1／on’g

，6」。・吐ns　ce　cach・t　h血id・，　jei　serai・鳴i　bi・・di・p・・6＞〔9〕・　1

　　次のBerthetの手紙に移ろう。1827年9月30日のものゴ　　　　．　　　’

f

r
e
e
m
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　　　　＜Q・・in・亘卿s－et・m・・含聴S・i・nt・ur－le－6hatnp。t　p。u・t。uj。。rs五。，6、，・

　　註toutes　les　horreurS　de　1’enfer　si　je　ne　consens　pa’s　a　monter　sur　1’6cha・一’

　　．faud　demain♪si　F　gh　vet託，l　tant　sont．violents　les　maux：de　tete　que　j’6prouve

　　presque　continuellement．　Au　nom　de，　Dieu　et　de　1元hu血anit6，　veuillez　me

　　P・…re・qu・1qu…Ul・g・m・nt，　ou’　m’・pP・・t・r・un・’pi・t・1・t　p・u・m・・d61ivrer．

d’・n・vi・q・・．i’・bh・t・・”Ce・・t　i・dig・i・6・des　pl・・r6・・1・・n・・s　d・’
m・，．f，ir，．

　　souffrir　si　ihhumainement，　pour　Ie　plaisir　seul　de　me　faire　souffrir．

　　　　．〈Monsieur，．　Mettez－moi　’quelquefois　et　pour　quelques　instants　h　Ia　cour，

　　plactZ．ft　cot6　de　moi．　un　hom皿e　qu’il　vous　plaira　de　choisir，　donnez　b　cet

　　homme　une　longue　6p6e，　et　sil　j’Ouvre．1a　bouche，　qu’il　me　passe　cette

　　6pξe　au　tra▽ers．　du　corps．　Non，　MφnSieuエ，　j：e　nと．　diffame　p6int　Mme．・　Mi－

　　choud；「le　mQnde／　ignorera．6ternellement　son　fndigne：conduite　h　mon・．’6gard．．

　　Cbmme　je　ne　pouvais　IUil　p耐er　devant．1es．．h6mme㍉je　vot晦S．1磁1．．pa虫r・

　　devant　Dieu　et　IUi　demander　la．．¢e　qUi　la　poftatt　ti血e　desservir・a垣si；

　　ChOse　incOncevable！Mme　michOud，　en．血e　perda・nt　ri’aエien．　dimi：nu6　de．

　　1”affection　que　j’avais　poor　elle；elle　auエait　peut－atre　rougi　de　ses　proc6d6s

　　si　elle　efit　pu　me’deViner　au『moment「o＆j’allais　la・frapper．．……Ce　qUe　je．

　　pUis　obtenir　de　plus　doux，　c’est　la　mort・Je　veux　lla　demahder・　a　mes・　jugeSi

　　et血eme　les　insulter　ti　dessin　de　r　obtenir　plus　fa¢ilement．　Mlais　au　m（加s，

　　monsi印r，　ne　me　la　faites　pas　re§pir佼chaque　jou薫，．dans．mon．．i／ifernal．

　　r6dUit、……＜Berthet＞一’・’r〔10）

　　　　此の手紙の始めに．Betthetが夫人・に恥を・知れと叫んでい・ることを明：らかに

　　しよう。Berthet．．と．Mi’choud夫人との．関係はR色na1．家のあらゆ‘る場面から

　　JUIienのパリ行．き．．迄の彼とRerial『1夫人と．の関係に酷似し．ている。　Berthetは

　　JUIienと同様15・ケ：丹に及．ぶ婦人との情事の最中に、中断していた神学の研究を．

　　続けるためにベレイ．め．神学校に．入っ．た。・．一方，Michou［d夫人は．ReAna1夫人

　　と．同様愛人に手紙を送る．ことで苦脳を和ら，げていた。．しカ．．・し．，．1825年8月’f
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Berthetは別離からくる夫人との愛のなかに疑惑を覚えた。’彼カミブラングに

帰ったとき愛されている自信を失くしだ。そして，自己の後釜の家庭教師が

夫人の愛を得ていると思い，その瞬間，Berthetは嫉妬の俘虜となっ允。そ

れでも彼は一度は戻った神学校ではJUIienの神学校でのように称讃の的と

なる程勉学に励み，心の嵐を沈めようと努力したようであるが，一度狂った

運命の歯車は神の場さえも跨路を見せなかった・聖職者の習慣に染ったBe「－

thetは上司に自己の恋物語を迂闊にも告解してしまい，ミイラ取りとなっ

た。かくて彼の告白は永久に聖職に就くに応しくなく，立身出世の夢も無残

に消失する。さらに病気がちの不安に加えて，追憶の愛の舞台も顧阿の余地

すらなく今一度踏もうとしても，，もはや彼のための幕はなかった。かかる．

Berthetを無理心中に追いやったのも必然であったであろう。此の断片的荒

筋が意味する如くBerthetは恋人が不義を，と言っても不条理な不義だが・

働いたと誤解したのである。Michoud夫人は誠実であったというが・これも

なんという不条理な誠実であろう。ともわれ，此の誤解ゆえBerthetは夫人

の仕打ちは恥に価すると激怒したのである。これが第二の手紙の舞台であ

る。しかるに小説ではこの場は逸話でしかなくなっている。第二部の第三十

八章権勢の人のなかでMatildeは狡猶なF亘lair師と対面している。彼はさ

りげない様子で語っているb

　＜Je　ne　serais　pas　surpris　aprbs　r　tout，…　quand　nous　apprendrions　que　c’est

P・・　．jal・u・i・q・・M．　S・rel・tit6　d・ux・・up・d・pi・t・1・t　a　cett・f・mm・

autrefois　tant　aim6e．　Il　s，en　faut　bien　qu，elle　soit　sans　agrements，　et

depuis　peu　elle　voyait　fo；t　souvent　un　certain　abb6　MarqUinot　de　Dijon，

espece　de　jans6niste　sans　ma∋urs，・・comme　ils　sont　tous．〉一〔11〕　　　　：

　このようにBerthet　lに執っては犯罪の直接原因となった動機がJUlienの，

方では動機となっていないばかりか彼もRenal夫人もあずかりしらない逸

話でしかない。・さてこのようにBerthetの手紙から判断して動機がまったく

似ていないと指摘したのであるけれども，JUIienにはBerthetの嫉妬はな
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いが愛の姿勢には差がない。・多分，Stendhel’　’もそのこと・を直観・していたで

あろう。判決を受けたのちのBerthetの手紙を読むとき，　StendhalがBer－

thetを〈血odele＞にJUIienを彫刻したと、しても不思議はないであろう。次

の文章は判決後のBerthetの手紙であり，1827年12月17日の日付がある。

　＜L’humble皿ais　ho㎜ete　r6putatiQn　de　h幽familIe　a　laquellej，apPortiens

m’auvait　fait　pr6f6rer　une　perp6tuit6　de　txavaux　forc6s　b　1’6chafaud．．Ce

choix　nea　pas　6t6　en　mon　pouvoir．　La　Cour　m’a　frapp6　de　la　peine　de

mort：mais　b　1’infamie　qni　doit　atre　Ie　terme　de　Mes　jours　malheureux，

je　ne　veuX　pas　ajouter　le　secret　reproche　d’avoir　diffam6　une　dame

infiniment　re§pectable　et．que　recommonde　b　la　soci6t6］已pratique　de　toutes

les　vertus皿orales．……Une　passion　qui　m｛a　fray61e　chemin　de　1’6chafaud，

Ia　jalousie，　me　faisait　croire　le　jeune晶cqain　plU§heureux　que　moi．　EUe

me　portait　a　croire・M口］Ntlichaud　cOupablei　Si・，τetractant　tout　ce・que　j’ai

avanc6　d’injurieux　b　une　si・lhonnete　femme，　je　ne　p面s　entierenient－　lui

rendre　hpnneur　que　Iui　m6rite　soll　innocence，　je　la　prierais　d’a℃cepter　au

moins　mes　larmes　et　mon　repentir；je　la　prieエais　de　pardo皿er　a　ull

homme　bien　sincerementエevenu　de　ses　6garements　et　de　ses　erreurs；…un

jeune　homme　qui　montera　sur　1，6chafaud　avec　la　doU　leut　de　ne　pouvoir

la　louer　assez　longte皿ps，　de　ne　pouvoir　r6paエer　le　scandaIe　qu’il　a　donn6；

avec　Ia　doUleur　de　courir　d’infamie，　de　ddShonprer　a　jamais　une　famiile

pauvエe　mais　honnete…．〉一〔12〕

　　このよう・にBerthet事件の顛末は小説の第一部と第二部の終章に主人公

の役名さえ変更すれば殆んど完成したとも観られる梗概を作家に提供してい

る。しかし，Stepdha1のかかる小説作法に就いて，　Stendhaliensが口癖に

する’つに彼め小説は〈＄．oUrces＞・・に忠実であ・り・，．”Julien．なり・Fabriceの運

命がどうなるかも読者に執ら壬容易に予想．できることであ．ると称している．の

がある。、このような研究の前提はな．表らかのテざぎに就いて研究者が実証的
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研究に成功したと確信しても見落しがあるのではないかと，私は常々そう思

っている。それは実証的研究がその特性から部分の解釈に進む傾向があり，

作品全体を細分化することは必然であり，また，それは作品像の破綻をも意

味することになり，そこに研究方法の弱点が露呈するのは否定できない真理

であると思う。此の論文の第三章，及び，第四章で，此の問題をテーマとし

て作品論と並行して詳論したいと思う。

　さて，小説の第二部，第デ部が書の舞台なら，まさしく第二部は夜の舞台

と言える・この舞・台に登場する人物たちの〈inodさles＞の研究も皆なされたと

観てよいがMatildeに就いては少し附加したいと思う。作家が作品を執筆

し始めた時期にある恋愛事件があった。此の実話をMaurice　Parturierが今

日残している。192砕に彼はrLesl・L・tt・es　d・M6・im6e・ux　G斑鵠・t』を出

版したなかにCharles・　X’の大臣の姪maヤie－Henriette　de　NeuviUeの話カミあ

る。Marieは少女時代の友Edouard　Grassetともども数日間ロンドンへ失踪

した後，家族のもとへ帰ったが如何なる心がわりか結婚を空しく求めるGras－

setと絶交してしまった。そしてs’相手のことが話されるのを永久に聞くま

いと願ったという。此の恋愛事件から作家は成りあがり者に身をゆだねたこ

とを忌々しく思い，相手に接するに高慢で構柄な態度，そして急変する心な

どを示す上流社会の娘の実例を観察したことであろう。

　Stendhalは小説に対する友人たちの批評に答えてトリエステからMareste

に1831年1月17日に手紙を＼出している。

　＜C。tt。　fi。　m・・emblait・b・nn・　・n　1’6cri…t・」’・v・i・de寸頭t　les　y・ux　1・

caractさre　de　m6ry，　jolie　fille　que　j’adore．　Demandez　b　Clafa　si　m6ry　n’e丘t

正穎s　agi－ainsi．》一〔13〕

　けれどもSteゴdha1はM頭e＝（M6ry）と面識がなかったようであるから・

MarieがMati正deの性格形成に果した役割は実社会にもMatildeの如き娘

が存在することの実証である。作家が誕生させたヒロインが上流社会に実在

している。その確信が創作中の作家の筆意に安心感を与える点にむしろ意義
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zllS，，ある。　’「t－　’”1吟　‘　　tt「　　　「　’　1　’

M．btiJde・の《modele＞．↓ま今．日ではStendha1が愛した二人の女性と看倣され

・・て．いるo・§tend畑liens・の誰もがMat颯eのくmodele＞・はMξtilde　Dembows恒

がその、一人であることに異論を．となえるも・のはない。此の点に就いてのJean

Pr6vostの見解はHenry　martineau・に組し，　Jdes　Marsanの1異論は当らない

とし，JulienとMatildeの物語はM6ti1㊤とBeyle（§tendhal）のL〈amour＞

であ．り，M印lde．とMatildβの外見的類似性は勿論ないが，〈6motionと

Paodele＞の・〈sources＞｛ま別の問題であると結論している。

　なお，An（k61e　Bretonも『Le　Rouge　et　le　Noir』を論考しながらM6－

tilde　Dembowskiの作品への影響を拡大して次の如く述べている。

　＜Morte　Pτ6耳aatUr6me．4t・1825ジelle　lui　deviepdra　plus　cbさre　meme　que

de　son　vivant；elle　seエa　pour　IUi（（un　’，f4－nt△me　tendre，・profond6m餌t

triste，　et　qUi　par　son　ap興rition　le　diSpρse　ag？g　id6el上Do皿甲，　justesプindu1－

19entes））・Sous皿nqm　oU　sous　un　aUtre，　i，11’6ypqUe阻也ns　L　la　pbp欲t　de

sgs　oeuvres，　dq・ns　le　livre　De　I’amqur，　dans．ユes　Souvenirぜ6goisme？daps

工£uwen，　dqnS　le　c］≒artreuse　de　Parme；et）ci．pqpante　ans，　dapS・．sa　Vie　de

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Henry　Brulard，・il　jettrea　encore　vers　elle　ce　dernier　cri，　cetlte　supreme　et

poignante　interrogation：（（m’aimait－elle？））〉一〔14〕

　此の問題に就いては私もMartineau，　Pr6vost，　Bretonの見解に同感であ

るが，しかしながら〈6motion＞に就いてもそれが具体的にはMatildeと

Julienの〈amour＞の内面的〈sources＞の一部分にすぎない。　Stndhalが

M6tiJdeを真にモデルとして活用したの．はrLucien　LeuWen』のChasteHer

夫人であると思う。他の部分は明らかにJiuliaとStendhalのくamoUr＞が

〈source＞と．なって・vl｝る9　JeaPn　Pr．6vostのJiuliaとStendhalとの関係がど

のように作品に投影登れてい’るかの研究｝ま以下がそれ雫ある9．1・　・『．t　1”t

：：・《C・・永t輿s一只・四㎏，・セ綱・i鱒U・s麺pa楓e・B叫・t　q頑f・rni’・－ges

1⑳舞・m・n・1・gu・・．4el、垣碑卵P畢燥照鯉・恥・卿，、1a・a魎a騨d6・ム
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Beyle　ses　revanches－1a　demiさre　avec　1’amo血r　de　JiUlia．　Il　Iui　attra－it　6t6

trop　P6nible　encore　de　transposer　de　trop　Prさs　ce　souvenir　doulσureux；…

La　revanche　imaginaire，　ce’reve　de　compensation　qui　succede　a’la　douleur

de　1’6chec　et　en　marque　Ia　corvalescence，　est　un　des　excitants　les　plus

forts　de　1，iMagination　cr6atrice》一〔15〕

　此の見解はJean　Pr6vostが如何なる資料に基いて述べているのか不明で

あるが・私には誤謬があるように思える。すなわち，彼がStendha！とJiUlia

の関係を部分的にしか考えていないように思える。Stendha1は彼女の後見人

Berlinghieri公使との彼女に結婚を申し出て断られはしたが，それはあくま

で形式的にすぎず，彼どJiuliaとの関係はStendhal・が死ぬまで続いているo

その一例として1834年5月4日に彼め少年時代め女め友・GaUlthier夫人に宛

てた手紙の一筋に次の言葉が読まれる。

〈…On　se　dit；vais－je　viVre，　vais－je　vieUir　loin　de　ma　partie　ou　de　la

partie2　cela　est　plus　ti　Ia　mOde．　Je　passe　toutes　Ies　soir6es’chez　une

MarqUise　de　diX－neuf　ans，　qUi　croit　avoir　de　ralniti6　pour　votre　serviteu亡

Quant　b　moi，　elle　’est－　comme　un　bon　camap6　bien’　commode．　H61as！　rien

de　plus，　je　n’ai　pas　davantage；　et　ce　qu三　est　bieh　pis，　je　ne　d6sire　pas

davantage．〉一〔16〕　　　　　　　　　　　・－　　　『
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第 三 章

　Ahdr61e　Bretonの示唆を待つまでもなく，　JUIien｛D生涯は〈combat

incessant＞であるb・意識された自我と，無意識に現われる自我との相剋に彼

の生涯を観るのは自然である。『Vie　de　Henry　BrUlard』で自己分析を試み

てそう告白しためぽStendh証自身である。’コJUIien．’カミ社会のなかで統覚の方

程式どしたのは自己を意識する場合の身分の自覚がそれであり，偽善を甲冑

がわり糎う姿がそれである6しがるに彼の偽善ぶりを眺めるとジ相手に憎悪
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を覚える限りJulienの心は後悔に苦るしむことはない。例えば，　Va16riod

氏やR6nal氏を相手とする場合がそうである。それでJUIienはごく自然に

彼等に〈Monstres！Monstres！〉と呪いの言葉を投げかける。ところが彼は彼

を愛して呉れる人々にも自己の偽善を意識する破目になると非常に辛い良心

の呵責を覚える。

　Julienの性格を数頁にわたって考察してきたAndr6　ile　Bretonはかなり

唐突にピストルの場をEmile　Faguetの不審を引用して論考している。彼は

Emile　Faguetの文章を一頁に及び紹介しているが，それを以下に要約した

いと思う。Faguetは作中人物が皆どうかしていという。突然，皆を異常に

する事件が発生する。それは夫のある女性がJUIienめ愛人であったと，手

紙に告白し，それを読んだha　m△le侯は激怒してJulienの弁解を聞くこと

すらせず，JUIienが得ていた全てを取りあげてしま・う。一方，最も冷静な野

心家であった筈のJulienが皆のながで最も非常識になる。そして，　La　mδle

侯が冷静になり，JUIienが得ていたものを再び侯が彼に返すまで，　lulienは

待ちさえすればよかった。と，Emile　Faguetは不審を表明し，さらに念を

入れて次の如く操り返している。

　＜JUlien　n’a　qu’a　attendre．11　n’attend　pas．11　court　a　M皿e　de　Renal　et

lui　tire　un　coup　de　pistolet．》一〔17〕

　Andr61e　BretonはEmile　Faguetの疑問を上述の如く引用しつつ〈ピス

トルの場〉を論じてゆく。しかしながら，此の場を肯定するか否定するかは

JUIiertに対する今一つの判決であると思う。作家はJUIienを処刑台に送っ

たがこの第二の判決はJUIienを文学の世界に蘇生させることになるからで

ある。けれども，此の場に限定して論考する研究態度には反対である。此の

〈ピストルの場〉は小説全体のなかで，つまり；‘作品像と関聯して研究され

るべきであると思う。しかし，此め場は小説の最も考察されるべき問題が凝

結していると観ることに異論はない。　　　　　．　　　　・　　　∴　一

’・一 ではAndr6　le　Bretont　e＊’tu何なる見解を導いたのであろうか，彼はStert一
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dhalのJulienと，　BalzacのRastignacとを比較している6鳥雄である

Rastignacに執っては女性を愛することも立身出世の手段でしかなかったが，

JulienはDesgrLeux，　Saint－Preux，及び，　Werthreの兄弟であると看倣し

て，

　＜…i16tait　condamn6　d’avance　et　de　par　sa　nature　mame　b　6chouer，

Comme　son　pere　Stendhal，　dans　Sa　poursuite　du　Succさs，－condamn6　i

perdre　Ia　bataille　que　gagnent　les　（（d6vorants））　balzaciens．〉一〔18〕

　と，結論している。ところでこの結論は先述してきたようにすでに作られ

たStendhal研究の伝説を鵜呑にしている態度が認められると言えよう。此

の小説のみならずrCha血euse　de　Parm¢』にしても始めから全てが〈Sour－

ces＞に酷似しているからStendhal小説の結未は分っている。これがSten－

dha1研究の伝説であり，踏襲でもある。それで，此のくピストルの場〉に

就いても〈Berthet＞と同じだからでは研究の余地はない。

　次にHenri　martineauがこの場をどう観ているのかを紹介して置きたい

と思う、。彼の研究によると，単純な批評家たちはStendhalがJUIienの狂気

を描写する術が発見できず，その結果，一頁で胡魔化したと主張していたし

かかる批評家たちに対してMartineauは彼等が真の病理心理学を誤解して

いるからであると看倣し，Stendha1小説の簡潔さは読者に困惑を投げかける

どころか，反対に彼の天才の新しい証拠を示すものであり，なに人もかって

予想された学説を把握した例はなかったのである。すなわち，作家はただ真

実を追求し，それに成功した。あれほど理性的でいつも徹底した反省をした

後にのみ自己の行動を考え，納得がいかなかったら実践することのなかった

JUIienが突然急変して激怒の捕虜となり，抑え難い衝動にかられて無意識に

犯行を犯すであろう，。と，StendhalはそのようにCabanisの観察を洞観し

1たのであると。Ma頑興ea耳は結論しているo－〔註1〕　　　　　　・．

　次にJean　Pr6vostがこの場に示した見解を紹介したいと思う。此の場に

就いての彼の解釈は他のStendhaHehよりいっそう具体的である。　Pr6vost
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は『La　’Cr6ation　chez　Stendhal』のなかで歌手は最も感動的な高い調子に

到達した瞬間，聴衆に人間的手段を越える効果を与えるために発声を止めて

ロ・を開けたままにしていると比愉し，そのあとで，

　＜Dans　un　roman　comme　Le　Rouge　et　le　Noir，　ce　genre　d’effets　corres－

pond　i　une　v6rit6　humain；Les　passions，　arriv6es　h　leur　point　extreme，

renversent　leur　affetS’：’plus　－elles・agitent　I’6tre，　plus　il　semble　immobile；

plus　il　est　tour皿ent6，　plus　iI　parait　indiff6rent》一〔19〕

　と，述べてさらに古典主義作家はこの真実を知っていたが，その真実を

価値づける手段を所有していなかった。作中人物（あるいは話者自身）が・

〈demeure　stupide＞になることを彼等は見抜いていた。舞台で役者がそうな

ると見物人は彼がセリフを忘れたと思うであろう。そして，われわれが作中

人物に就いて知っている全ての知識が対話からくる物語に執ってはこの沈黙

をどう表現すべきか，それにまたこの内的虚無をどう描写すべきかが問題と

なる筈である。

　Jean　Pr6vostはこのような前提をStendha1作品に求めると三場面あると

看倣している。第一場面はJulienとR6nal夫人との別離の場合であり，夫

人は意味のなさないことを二言三言つぶやくのみであり，それは，

　《TUIien　finit　par　letre　profond6ment　frappξdes　’epabrassements　sans　cha－

1eur　de　ce　cadavre　vivant…　〉一〔20〕

　Pr6vost　9こよる註は，

　＜11fallait　ces　lignes，　peut－atre　les　plus　belles　de　stendha　lpour　compen－

ser　ce　cruel　moment　d’entr6e　dans　1’ombre》一〔21〕

　となる。

　第二場面はJUIienの策略が効を奏し，　Matildeから得た勝利の後での

JU五enの応答を観る膓情熱の烈しさに比較して，彼の言葉の冷淡さと，そ

⑭意味さとは対紬鯵蚤此の場面に恥、て？燥v呼の註は次の亦

である。　　’　…’○∴三三一∴，…一だ：・㌻　f’t’’”・’／・：、1’111　一’t　．／’1：：
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　《し’effet亘6gatif　de　la　（（voixλpeine　f6r丘i6e））’est　compenS6，　a¢haquさ・

moment，　par　le　chant　dさtrio血phe　int色rieur》一〔22〕

　第三場面，これがPr6Vostの指摘した最後の場となるであろう。ところで

それまでわれわれの精神に執って全く明白であったJUIienがその犯罪の場

で突然影の部に分入る。此の場に就いてのPr6vostの註は，

　＜Ce　n’est　plus　ql1’une．forme　qui　s’agite；meme　h’1’int6rieur　du　h6ros　il

ne　reste，　semble－t－il，　plus　rien．　Ici　encore，1a　verit6．　psYchologique　ou　plutδt

pathologique　de　cet　obscurcissement　de　la　conSci6nce　est　attest6e　par　les

m6decins　de　1’esprit…〉一〔23〕．

　と，述べている。さらにBetthet事件が真実であったということを強調：

し．，そのあとでPr6vostは・こう結論している。

　＜L’auteur　allait，　par　ces　moyens　rapides，　vers　les　derniers　sommets　de

son　ouvrage．　C，estseulement　dans　la　pri§on　que　nous　vous　voyons　JUIien

au－dessus　de　1’ambitiolls，　au　dessus　meme　de　son　amour　ambitieux　pour

Matilde，　et　au　niveau　de　madame　de　Renal．11　n’set　plus　tehdU　vers

1’avenir．〉“〔24〕

　此の文章のあとでPr6vostはSendhalが始めてJUIieriに高尚な性格を1

与えたと看倣している。そして，Pr6vostは特に註を試みて作家StendhaI

自身が1815年後に高貴な性格になったというのである。すなわち，

　＜Stendhal　peut　IUi　preter　enfin　cette　libert6　de　reve　et　de　jugement．

cette　partie　noble　de　son　propre　caractbre，　form6e　apr邑s　1815・et　dont

JUIien　avait　jusqu，alors　manqu6》一〔25〕

　Stendha1の生涯でi1815年が意味するものはなにかが問題となるであろう。

此の年はJean　Pr6vostばかりでなく従来Stendhaliensが問題としていたも

のである。

〔註臼　Henti　Martineauは，　Charles　Du　BosこそJulienの如く人間が抑制してい

　　た情熱の横溢を夢遊状態で行動に移すと，主張した始めての研究者である。とし
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て注目している。すなわち，烈しい情熱の捕虜となったJulienに執っては犯行

を犯さない限り現実には戻れない。そこでは時間と空間に依存する日常の感覚が

消失している。そうしたなかでのJu】ienはすっかり自分の生活を投げやりにし

ている。時間と空間を失くしたJulienの狂気の誘因となったものはLa　Mδ1e侯

のJulienに関する身上調査に答えたRanal夫人の侯宛の返事こそまさにそれで

あった。Matildeの不安通り，彼は手紙を読むや別人となり，瞬時にして眼前の

Matildeも含めて全ての現実像は彼の脳裏から消失してしまっている。此の状態

のJulienを，　MartineauはStendhalが本能からかかる心理状態を推測したこと
は大きな訪績である。と．述べて，Julienが犯行を決心した。と，すぐさま，

StendhaIは彼からあらゆる思考力が失くなることを，書物から学んだとは思わな

い。というのはかかる心理を実証するかの如く，此の小説が出版されてから一年

も・たたない頃，次のような噂さがローマに流れて評判となったが，Stendhalはこ

の噂さがJulie　1の心理喪失の場面をありうることであるとするに役立つものと

して興味を覚えていた。

　Mh・ttineatt．はその証拠として作家が自己の手許にあるこの小説の余白にその話

を記していたことを挙げている。その噂さとはJin’li’enの如き主人公をHector

BerlioFと言い，彼は1831年4月1．日に彼から去った許婚者Camille　Mockeの

姿を追ってP一マを出発した。彼女の情報を知りたかったのである。病人の彼に
1ば覇旅は無理でしばらくフィレンツユに滞在しなければならなかった。そめ彼に

宛た娘の母の手紙は彼女がPleyelと結婚することを告げていた。その瞬間，

．・Berliozは母娘の共謀を見抜いたのか二人を殺し．自分も自殺しようと決心した。

彼は女装してトランクにピストルを入れてフィレンツユを出たがピエトラサンタ

で女装道具を失くした。そこでデュネスで新調したあとでニースに向った。だが

その地で彼は目覚たのである。確かにStendhalは彼のJulienをBerliozに観た

であろう。、

第 四 章

　前章までいわゆるStendhalienSの研究を主に紹介しつつ私見を、まじえて

きたが，此の第四章で筆者自身の見解に基ずく結論を展開したいと思う。先

章で紹介したAndr61e　Bretonが注目していたEini1e　Faguetの〈ピスト

ルの場〉に対する瞠若も確かにある一面を洞察していることは否定できま
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い。あるいはAndr61e　Breton自身の見解の如くJUIienは作家Stendha1

の分身ゆえStendhalと同一の運命を胆っているとする見解も成立するであ

ろうし・Jean　Pr6vost，　Henri　Martineanの見解であるAntoine　Berthetの

運命が真実ゆえ，それがJulienの宿命となったと看倣す見解もあろう。か

かる見解からStendhalienSは先章でわれわれが観た如くあの〈ピストルの

場〉を論考していた。そして，Jean　Pr6vostは若し作家がJUIienをBalzac

のRastignacの如き立身出世に成功した人物として創造したならば小説の

価値を下落させたであろうと，断定しながらtの場でAntoine　Berthetが

JUIienを意のままにすると述べている。さらにすでにわれわれが観た如く

Jean　Pr6vostは〈prison＞で始めてStendha1がJUIienに高貴な性格を与

えたと看倣し・Ranal夫人の純愛に応しい愛情をJUIienが夫人に覚えたと

観ている。そして，これをPr6vostは証明するために作家自身が1815年後に

高貴な性格となったと看倣している。しかし，私はこの見解とは全く異った

見解を執っている。すでに私は名古屋大学仏文研究誌のwヴァリエテss　2号

に『Stendha1の人間像』と題する論文を発表したが，さらにそのテーマを進

展させた論文を岐阜経済大学論集の第4巻第2号に発表した。この両論文が

研究した主題こそ1815年にStendha1の性格が変ったと看倣してきたSten－

dhaliensの定説を否定するものであった。それゆえ〈priSOn＞の場で始めて

JUIienが高貴な性格となったとは思えない。むしろそれはJUIienとRenal

夫人の愛が紆余曲析を経て，というのはそれまで他者から邪魔された愛が

〈p「iSOn＞という俗世界から遮断された次限で相愛の二人が他者に遠慮する

ことなく居られる。此の愛の極限のなかにもはやすれちがいは認められな

いo

〈De・qu・j・t・v・i・・t・u・・les・d・v・irs　di・paraissent，　j・…ui・pl・・　qu・－

拠゜u「？ρ恨t・1・gu，，P血的1C’m・t麺・ur　est　t・・p：falble　J・、・en・t。i。e

甲eづe－d・v・a三s－se・6・un三q・・興p⑪Di銀：ym．・mela・g・、d・・壁P・，

ぜ・m・亘・dl・脆却・e・・E・v6・it6　j・ne・sai・胆s　ce　q・・加m！i・・pit・・．・．・・T・m。
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dirais　de－donner　un　coup　de　couteau　au　gε01ier，　que　le　crime　serait　commis

avant　que　j，y　eusse　song6．〉一〔26〕

・此の小説が情熱を主題とし，作家Stendha1が情熱の化身としてJUIienを

創造したであろうことを今さら繰り返す意図はないが，われわれが問いたい

のは小説を読んでJUIienの人生での態度，即ち，積極的な社会への挑戦か

ら受ける印象は無論情熱に相違ないが，それだけであろうかという反問が残

る。情熱の緻密な分析なくしてはどうしてJulienの野心が成就しなかった

かを説明するに至らないと考えるからである。例えば幾度か指摘したが，

Emile　Faguetの瞳若も実はこの情熱の咀鳴不足にあると看倣してもよいで

あろう。また，創作に焦点を当てての発言であるBerthet事件の筋通りの

創作だから結末は分っている。かかる見解も一見小説を忠実に解釈している

かの如“ぐ見える。’けれども，LkったいJUIienは小説に登場してからいわゆ

る野心家であったであろうか。JUIien　一の野心が少なくともこの小説の作品像

の一一ecを形成していることは認めない者はいない。と同時に，その肝心の野

心の綿密な分析を試みた者もいない。

　偽善に就いてはStendhalもJUIienをいわゆる偽善者Tartufeとしては

創造していないことはすでにわれわれも観ている。Stendhaliensのなかにも

この事実を再確認している者もいる。

　だが，Ju五enが拘く野心に就いてはそれが如何なる範疇に属するものなの

かをまともに言及している研究者は殆んでいない。というよりは世欲的価値

観のまま野心を把握しているがゆえにわれわれが明白にしてきた如き齪鶴を

呈している。私のJUIienの野心に就いての把握は彼の野心が空想的なもの

であり，現実的な計算から成立しているものではないという点にある。空想

的な野心はプラトニックな愛と同様の純粋性を保つ筈である。此の純粋性に

は現実的な打算ぱ存在しない。　・　　　　　　　　　　　　　　　　’．

・Ju五enゐががる野心を観察する象徴的な章どしてわれわれは第一部の第十

t章と第十三章どを引用じだい詞逮趣は表人で材木商人のF6Uq這eビを訪
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ねる。，Fouquetは現実的な野心を．　Jdien．にふ、きこむ。彼の提案こそJuli．en

に執って着実な立身出世の道となる筈であった。FouquetがJuelinに約束

する年四肝フランはまさしく計算しうる野心そのものである。しかし，動揺

するJUIienの心にNapo160nの姿が浮ぶ。　JUIienに執ってNapo160nは純

粋な野心の象徴である。若し彼が世欲的野心家なら実現不可能と思える野望

を夢想せず，打算的な処世を撰択し，Fouquetの四肝フランを数えたであろ

う。Emile　Eaguetもすでにここでこのような疑問を提出すべきであったで

あろう。作品に戻ると作者自身がこれら二章の結論を第十四章の冒頭で展開

しているのが読まれる。

　＜Pour　Ju五en，1’offre　de　Fouquet　IUi　avait　en　effet　enlev6　tout　bonheur；

il　ne　pouvait　s’arr⇔ter　a　aucun．　parti．　H61as！Peut－atre　manqu6－je　de

caractさre，　j’eusse　6t6　un　mauvais　solda　de　NapO160n．　Du　moins，　ajoutat－i1，

1ma　petite　intrigue　avec　Ia　maitresse　du　logis　va　me（listraire　un　moment．

　Heureusement　p・u・IUi，　mem・・lans　ce　petit　incident　subaltern。，　rint6－

rieur　de　son　ame　r6pondait　mal　ti　son　langage　cavalier》一（27〕

　JUIienの野心に就いて論考するのは以上にして，偽善の淵叢で生活してい

る彼を眺めたいと思う。今，Ju五enは町の上流社交界で暮らしている。Renal

家で始めて上流社交界の連中と会食した際には彼等の偽善ぶりに堪え難くな

り，その場から逃れ去ったJulienも今度は彼等流の偽善ぶりを自ら演じて

いる。かくては彼は流行児となったと作家はJUIienの変貌を読者に告げる。

しかし，かかる姿のJuliel1を最后まで描写することは作家の本心ではない

ので，真の姿のJulienを何処かで読者に眺めさせる。

　《Dans　Ie　flot　de　ce　thonde　nouveau　pour　Julien，　il　crut　d6couvrir　un

honnate　homme；il　6tait　g60mさtre，　s’appelait　Gros　et　passait　pour　jacobin》

一
〔28〕

　どうしてStendha1は偽善ぶりを発揮し，そうした演技に熱中しでいる

Jdlienに．　Grosという高潔な幾何学者を眺めさせるのか。此ρ場は問題とい
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うよりもそれを開ける鍵という方が妥当であるように思える。その一つは作

品解釈上で必要であり，もう一つは作家の創作上で必要である。それでこれ

らの二個の鍵は使用されるべきであろう。私は先に岐阜経済大学論文集第3

巻の第一号に『Lucien　Lewenに就いて』と題する論文で〈ha　pr6destina－

tion　de　cr6ation＞の問題として伏線論を展開し，私なりの小説観を試みたつ

もりである。rLucien　Leuwen』では作家は自身の体験のみを作品に投影し，

その結果，作品自体は未完成のままであったが，此の『Le　Rouge　et　Ie　Noir』

にはBerthet事件があり，作家はその軌道を走りさえすればよかった。そ

れで作者の体験から由来する創作の鍵は一歩下ったところに焦点がある。

rHenri　BrUlard』を開けば少年Beyle（＝Stendha1）がGrosという幾何学

者でジャコバン党員と噂さされている彼に数学を習いに通ったことが読まれ

る。此の鍵は作家と作品に重大な関係があるということを『Lucien　Leuwen』

論で私は詳述したので参照して頂きたいと思うザ

　第一の鍵に就いて今少し考察して観ると，主人公JUIienの性格の本質が

高潔さに特色を有していることを作家は読者に再確認させる意図があると考

えられよう。すでに作家は第十三章でRenal夫人に次の如くJulien像を語

らしている。

　＜Elle　croyait　I’含me　de　JuUen　plus　noble　que　celle　de　tous　cousins，　tous

gentilshommes　de　race　et　plusieurs　d’entre　eux　tir6s．〉一〔29〕

　（此の引用を〔注皿〕とする。）

　JUIienはRenal家を去り，神学抱こ入学するが，彼はそζで辛い生活を

送る。ただ校長のPirard一師のみが彼の保護者となる。あるときJ山enが司

教からTacite全集を頂戴したことを知ると，それまで彼の周囲にいてこと

ごとく敵意を示した傲慢な学生や上司は手のひらをかえした如く彼の御機嫌

を取り，卑屈な態麿塗示す亘こ．う、した連中に対してStendha1’はJ嘆en・1こ語

らせている。’　　t：　t：、三元　：．　　　　　”　J’　　　，．　　一

　くPar　une　fata墓t6　dq（冶項鍍鱗隻、4号」唾餌，　ri卿le険de　Qes＆re§grossi甲§
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1ui　avait　fait　beaucoup　de　peine；Ieur　bassesse　lUi　causa　dti　d6’go6ft　et　aucun

plaisir．〉一〔30〕　．

　作家は主人公Julienが連中と性格を大いに異にするこるを読者に喚起さ

せる。彼の性格が世俗に組みする感情とは絶体に無縁であることを作者は読

者に常に明白にして置きたいのである。即ち，Julienの性格が純粋さをあく

まで保持しており，彼が偽善に取り囲まれて生活しようとも少しもそれに毒

されない証拠と考えられるであろう。と，同時に作家がこの純粋性をどこま

でもJu五enの性格のなかに留めおく努力を続けていることも，われわれ読

者は注目しておかねばならない。このような性格のJulienがどうして世間

並の野心を体現していると単細胞的に看倣すことができるであろうか。

　さて，作品の第二部に入るとJUlienはパリのla　M61e邸に姿を見せて

いる。やがてMatildeはJulienに上流社会の若い貴族連中に欠除している

情熱を認めて彼の言動に注意を向け始める。だが明瞭に彼女が彼を恋する心

で眺めたのはかかるJUIienではなく，かってRena1夫人が彼を恋する心眺

めたのと同様の心理が働いたときであった。あるとき，JUIienは彼女の話に

耳を傾けながら反省せざる得なくなる。自分が貴族にかなわないのは連中が

先祖の歴史から卑屈な考え方をしない点であると。それに反して自分の生活

は偽善に満ちている。かくてJUIienは自己嫌悪に捉えられ，弱気になる。

　＜ll　rougit　beaucoup　en　par］ant　de　sa　pauvret6　a　une　personne　aussi

riche．　II　chercha　b　bien　exprimer　par　son　ton　fier　qu’il　ne　demandait

rien．　Jamais　il　n’avait　semb16　aussi　jolie註M亘tilde；e11e　IUi　trouva　une

expression　de　sensibilit6　et　de　franchise　qui　souvent　lui　manquait．＜一〔31〕

　コ同ienがいわゆる偽善者だったからかかる気の弱い感情をMatildeに告白

したりはしなかったであろう。ところでMatildeにぜよ，Renal夫人にせよ，

彼女たちはJUIienに1）antonを認める。否，むしろ誰彼というよりも情熱

の化身であるJUIienに惹かれる。一方，　Stendha1は上述の場の如く母性本

能を描写している。かかる女心の両面を彼は巧妙に二人のヒロインに配した

苦
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と言える6MatiIdeとJUlienとの恋もRenal夫人とJulienのそれと比較

すれば如何にも作られたものとの印象をわれわれ読者に感じさせるとしても

少しは論考しておく必要があろう。MatildeとJdienとの性格には本質的

な差がないと私は考察している。此の両者はともに作家Stendhalの分身性

が濃厚である。Matildeに就いて観るなら，第二部の第十一章を取り挙げた

いと思う。彼女は社交界の連中から美女少でありながら恐れられる存在であ

る。なぜならMatildeの情熱を秘めた才智が彼女を取りまく退屈な時間に

挑戦するかの如く辛辣な弾丸となって相手を椰楡るからである。此の彼女の

姿は作家Stendhalがサロンで見せたものと同質である。彼女のかかる情熱

を受ける資格はJUIienにしかないと作家はいう。

　＜…q…d・ll・　c・mm・npa．・a・tr・uver　d・pbi・i・a・e　p・・血・ner・avec．・Juli。。．

EIIe　fut　6torin6e　de　son　orguei1；elle　admira　1’adresse　de・ce　petit　bour－

geois》一〔32〕　’　　・　　　’　　　　　　　．．　　・　　　　．．．…’．．・　　　．　　　・　　．

　MatildeはJulienの如．き身分の者に観られる性格の純粋な高貴さに驚ぎ

惹かれる。

　《Une　id6e　l’illumina　tout　h　coup；J’ai　le　bonheur　d・aimer，　se　dit＿elle

un　Jou「・avec　un　transport　de　joie　incroyable・J’aime，　j’aime，　c’est　clair！＞

L〔33〕

　JulienがMatildeに示す態度も酷似しているC彼は彼女のことを反省し，

て観る。その結果，自分は彼女を愛していると考えて行動する。それゆえ，

Stendhal　’は次の如き描写を試みざる・を得ない。

　〈Aprさs　de　longues「incertitudes，　qUi　eussent　pu．paraitre　a　un　observateur

・up・・fi・iel　P・ff・td61・h・i・・、la・pl田d6・ide’・，　t・nt　le・．・sentim・nt・q・・un。

femme　se　doit　h　el16－mame　avaient　’de　peine　b　c6der　meme　a　une　volontξ

au田i　fetmeコM傘idも1五垣t．．］［斌．et士e　pour　lui　une　maitresse　aimable．

tt「

A・la．’・6rite・6eS’・tfa・・pO賦繊・nt．tn　peu　・OUItis．　L・・m・u・　P、ssi。nne．

6t・’i・’e・6・・e輌6t．・・rt．m・磁輌6h　i唖it．　qU’…rdalite．＞Lri〔34〕・・1
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　此の場面のみならず他の場面でもMatildeは彼女の部屋に死を覚悟して

忍んできたJulienの決死的な勇気に感謝し義務感にかられて彼に身をまか

すと，作家は無理な描写をしている。従って，作家自身が不自然なことを承

知でこの恋愛を描く程二人の恋の表現は意識的である。窮極の愛の行為すら

恋する両人に執ってはあろうことか思考の対象となる。なぜ意識するかの根

源は彼等の志向するところが通欲を嫌悪し，常識に超越した世界にあるから

であり，ヒロイックな感情を母胎として誕生する意識であると考えるのが正

鵠を射ている。それですでにわれわれがJulienの野心，及び，偽善に就いて

分析した結論からすれば，俗塵で通用する尺度でJUIienやMatildeの言動

を批判することは徒労である。換言すれば，敢えて計るとわれわれは主人公

たちの言動一切カミ異常であるとして批判する愚を犯かすであろう。Stendhal

小説の主人公たちが示す言動や意志を規定する尺度がないと看倣すよりもむ

しろ別の世界に通用する尺度が必要であり，これはStendhal小説全体を支

配するものであり，彼の小説のある部分にのみ通用する尺度ではない。

　これまでの説明を纏めると，Julienは結局欲人になり切れなかったことに

なる。彼が欲人になることが出来たら，Emile　Faguetが望んだ如く彼は〈待

ったであろう〉が，彼は待たず死刑台に登ることになる。Julien像をこのよ

うに把握して観ると，Pr6vostの結論である〈prison＞の場面で始めてRenal

夫人に覚えた彼の愛が高尚なものとなったと，どうして断定できようか。

JUlienの野心も偽善も充分に描かれているが，それは，勿論，作家の技量が

そうさせているからに他ならない。というのは作家がJ1血en　lこTartufeの

仮面をつけさせ，その仮面を被ったJUIienも舞台でTartufeばりの役を演

じつつときとすると自己の本性を忘却してわれわれが指摘した如く作家にチ

ェックされて自己を取り戻す程熱心に役に没入していたからである。

　さて，われわれはJdienのRena1夫人に覚えた愛の本質が高尚であると

看倣しているが，その発酵の拠点はすでに作品のee－’部で読める。即ち，第

二十八章を読むとそれが明瞭」こ理解されるであろう。ある夕暮れどきJuheo
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は．P廿a担d．校長に呼9蓼れる6：・・．　．・　　　　　　”・．　　．．．

＜7C’・lit　d・mai．…1・fet・du　C・rPu・D・・ni・i（1・Fet・・Di・∋・、　M・．「・bbe

Chas－Bernard．　a　besoin　de　lvous　pour　l’aider　ti　orner、　La国th6drale，　allez　et

ob6issez》一〔35〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　大聖堂の装飾が完了した際，Chas－Be丈nard師もJUIienもあ：る種．の感慨に

耽ける。診らしく師は彼を．相手に自己の半生を語ろうとしたのである。

　＜－Enfin，　il　va　me　dire　son　secret，　pensa　Julien，1e　voila・qUi　me　pa工le

de　IUi；、．i．1　y　a　6panchement．　Mais　rien　d’imprudent　ne　fut　dit　par　cet

homme　6videmment　exalt6．　Et　pourtant　il　a　beaucoup　travaill6，　il　est

heureux，　se　dit　JUIien，1e．　bon　vin　n’a　pas　6t66Pargn6．　Quel　homme！quel

exemple　pour　Inoi！〉一〔36〕

　Julienは師が絶体に本心を告白しない偽善に驚嘆するが，すぐあとでこの

決意も鐘楼に鳴り響く鐘の音に消：されてJtdienは想像の世界に道遙してい

る。作家は彼の心境を，

　＜Le　silence，　Ia　solitude　profonde，1a　fraicheur　des、　longues　nefs　rendqient

plus　douce　la　reverie　de　Julien．〉一〔37〕

　と，描写し，彼の心が純粋さに満たされた際に，Stendha1は宿命の遅遁

をお膳立てる。かかる心理状態でいる彼の視界に二人の女性が現れる。R6nal

夫人とDeville夫人とである。職業意識からであろうか，それとも何気なく

であろうか，JUIienは二人に近づくが誰であるかに気がつかない。彼の足音

にRana］夫人はJUIienを知って気絶する。その瞬間始めて彼は見覚えのあ

る真珠の頸飾りと夫人の髪形を認めて駆けよる。

　＜La　dame　qUi　cherchait　h．　lui　soutenir　la　tεte　etλ1’empecher　de　tomber

tout　h　fait，6tait　madame　Dervilie．　Julien，　hors　de　lui　s’61anCa；la　chute

de　mada皿e　de　RCnal　e6t　peut－etre　entrain6　son　amie，　si　Julien・ne　les’　・efit

s°ute・u・s・ll・it垣鱒e麺麺d・Re・・1．璃輌・mpe・・魎・d・

senti血ent，　flottant　sur　ミon，　ePaUle．〉：一〔38〕i．・
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　　Renal夫人がJUIienを認めて如何に強烈な衝撃を受けたかを理解できよ

．S6此の衝撃．も説明する対象は愛の他にあろう．か。夫人の心の琴線は堪えか

ねて切れてしま． っためである。一方，夫人のかかる姿を眺めたJulienはど．

うであったであろうか。

　　《L・abb6　Chas－Bernard　apPela　plusieurs．　f6is　JUIien・qui　d”abord．ne．1？’en－

．t。ndit・P・・：il・i・t・nfi・・’ 1・p・endre　p・・1・b・a・dと・tie・e・un・pili…ti　JUIien

s’6tait　r6fUgi6．li　demi　mort…　Rien　de　Moins　vrai．　Le　pauvre　gargon　6tait

6t。in，1Ui・metn。；．il．。・。v。i・Pa・．eu…id6・・d・pUi・．．1・vu・・d・．m・dam・d・

Renai》L’ 〔39〕　　　　．　　　　　　　．　　　　．．　　　　．　　．1　．．　　．．・：：．∫　．’tt．『．　．　．．．’”

　　　このよ・うにJuOe亘も’．　R6’nAl　i夫人と向様・彼め心の琴線は切れている．。両

人の心理状態は全く同じ水準にある．。　（終り）

　　〔註1〕．此の引用文はHenry　Del）rayeによるとBucci版にあるもので，第十三章の

　　　　　　（＿avec　le　plus　de　charme．）に続く行がそれである。　Arthaud版のDeb「aye

　　　　　　〈Notes　et　variantes＞の頁，377から全文を引用しておくg

＜Cett・le血m・，　q・・les　b・urg・・i・d・Pay・輌i・n・・i　h・utai・e・、s°．ngellt

ra・em・n・…・g・・1・m・i・dr・・ce・tiS・d・remp…ai・．d・b・ay・・叩d・ns

90。。sp，i・、。・1・p・・ni’esse・d・　・a・a・・さ・e　f・i・・．　P・・1・…gd’un　hgMM・・U・

・h・・refier　q面eaゼ皿・n…d日1・b・ay…e・・fi・．’…plぱ的辿ns　s・・

e・pli・q・・U…典・ap・tai・・d・h・ssa・d・9．ni　dg・a　m・Yfl・・とhe　e・d輌・

bi・・．斑e　c・6・・i・1’atP・．d・JU・i・・pl・・n・bl・qde　cell・、．輌Us　ses　c・輌・！

・・u・gさ・・il・h・mm・・d6・a・・9・pl・・i・urs．　q’・n・・e：・ux　ii‡6・》＝〔4・〕

　　　引用文め原典，及び；その頁。　　　．．　　　　　　．．．．．、．　　、．．

〔、〕Het、ry　Ma・・i卿・V（E…ed・S…dh・・1・・Ed・Alb’ihi，Mi・hel・P・379．1

　〔2〕　Ibid．，　P．．3791　　　・　　．　．　　　　．　　．　．　　　　　　．　　　　’　　　　　　．一

〔．3．〕．4bic・．・・379・．．．　tt／tl・．’…．．．．．・：＼1・・．・・∴・・．・“○∴

1：1；．．慧膿盤ご蕊輩翻㌫1輌ぷ1舘5∵　一
〔6〕S・輌‥R・・9・．9・1・N6itl．・Ed・．τP融p：670・：・．・＝：主：・バ∵∴陰一．．．1．．t”

1
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（7〕H．Dumolard：Pages　Stendhalie㎜es　Des　Editions　J．　Rey　de　Grenoble　B．

　　　Arthaud　successeur　1928．　p．67－68．

〔8〕．Stendhal：Le　Rouge　et　Ie　Noir．　Ed．　Pl6iade　p．650．　　：

〔g〕　Ibid．　p．680．

〔10〕　H．Dumolard：Pages　Stendhaliennes　Des　Ed三tions　J．　Rey　de　Grenoble　B．

　　　Arthaud　su㏄esseur　1928．　p．68－70c　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾

（11〕　St㎝dha1：Le　RQuge　et　le　Noir．　Ed，　Pl6iade　p．660．　　　　　　　　　．

〔12〕　H．Dulnolard：Pages　Stendhal三㎝nes　Des　Editions　J．　Rey　de　Grenoble　B．

　　　Arthaud　successeur・1928．　p．86－88．　　　　　　　　　　　　　こ

　〔13〕　Stendhal：Correspondance（1830－1832）皿．　Ed．　Le　Divan　p．49．

（14〕Andr61e　Breton：Le　Rouge　et　Ie　Noir　de　Stendhal．　Ed．Mellott6e　p．61．

〔15〕Jean　Pr6vost：La　Cr6ation　chez　Stendhal　Ed．　Mercvre　de　France　pl246．

　〔16〕　Stendhal：Correspondance（1832－1834）1皿Ed．　Le　Divan　p．272．

1〔17〕Andr61e　Breton：Le　Rouge、et　Ie　Noir　de　Stendhal．　Ed．．Mell6tt6e　p．271．

」〔18〕　　Ibid．　p．272．

〔19〕Jean　Pr6vost：La　Creation　chez　StendhaL　Ed．　Mercvre　de　Erance　p．267r

認㍍蒜驚、蕊：認蕊隠在縞、i元・
　（22〕　Ibidり　p．268．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　「：　　　　　　‘1‘．

　〔23〕　Ibid．，　p．268．

　〔24〕　　Ibid．，　p．269．

　（25〕　　Ibid．，　p．270．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　t　1

，（26〕S・㎝dh、1：L。　R。uge　e，1，　N。i，．　Ed．　P16i。d，　p．683－、∴’一∵一二’さ

〔27〕、Ibi～斗．，　p．293，　　幽、　　　幽．　　　　　 ．’

．，、．．、

二　：　：二、．∴．∴　　’L、：．’三：、ミL．三か一”：，心｝1．

〔28〕lbid・・P・・351・ 　・∵、．・・三∴…∴二，．∴三≒誓三三逗詩こ妻・1ミ：

〔29〕Stendbal：L・R・uge　e・1・N・i・・Ed・・熱・yd　P・，⑰、・∫治二㍊，・⇒・、三

〔30〕・・stendha・1・L・R・・g・et　ie　N6i・．『Ed・P麟d巨亘・4iベエ竺巳ど・吉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vこ一、L－’こ：

〔3・〕lbid。，．5・7．　一∴、・．∫・1－－1≡・1苦1・『：富三・逗蔑詮薄三・言該・、　・

〔32〕Ibid…，－S9・・：・Li．∴∵∵，汽～曇1㌍ζ拒簸蕊潮こ．．、

鋤：霊㌻
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〔38〕　　Ibid．，　p．400：　　　　　　　　’　　　　　　　　　’　　　　　　　’　　　’　”

〔39〕　Ibid．，　p．401．

〔40〕　Stendhal：Le　Rouge　et　Ie　Noir．　Ed，　Pl6iade　p．377．

　参　考　資　料

〔1〕Henry　Mart三neau：L’（Euvre　de　Stendhal．　Ed．　Albin　MicheL

〔2〕　Henri　Dumolard　：Pages　Stendhaliennes　Des　Editions　J．　Rey　de　Grenoble　B．

　　　Arthaud　successeur　1928．

（3〕Andr61e　Breton：Le　Rouge　et　le　Noir　de　StendhaI．　Ed．　Mellott6e．

〔4〕Jean　Pr6vost：La　Cr6ation　chez　StendhaL　Ed．　Mercvre　de　France．

副論文その二Sta田夫人とStendha1←）

　此の研究を本紀要の第4巻第2号に発表した〈Stendhalの人間像〉と題

した論文の〈副論文その二〉とする。従って副論文その一は＜Racine　et　Sha－

keSPeareにみられる作者の文学観変化に就いて〉である。

　Mm・de　Staelが啓蒙主義の政治理念から反Napo160nの態度を示し，や

がて，夫人の抵抗思想をStendhalが継承すると，私は主論文で指摘してお

いた。

　此の両者はともに浪漫主義に属する作家であり，そして，両者の関係を論

考する際にわれわれに執って最も注目を惹く事実は，浪漫主義の先駆者J．－J．

RousseauをMm・de　StaelもStendhalも意識して私淑していたと観られる

共通点にあると言えよう。このような視点からMme　de　StaelとStendha1

がJ．－J．Rousseauから如何なる影響を受けているかを，此の研究では両者の

小説に対する態度に限定して考えて観たいと思う。

　それで小説にテーマを限定するならばなおのこと両者のJ・－J・　Rousseauへ

の傾倒が，彼等に文学を開眼させたかに見える。

　Mrn・de　Staelの最初の著作らいし作品が『Rousseau論』であることはよ

く知られている。夫人の22才の時であり，此の作品が父Necher礼讃の文意

で終っていようとも，夫人の最初の著作がRousseauを論じたものであった
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事実は特筆されよう。

　一方，われわれはStendhalが幼少の頃からRouSseauの作品を読み，精

通していたことを知っている6

　では一例として『Nouvelle　Heloise』、を両老がどのように把握していたか

を少し考察してみよう。Mm・de　Sttielが『Nouvelle　Heloise』を読んで全編

に見られるSaint－PreuxやJulieの理智と徳に惹かれることは，夫人の文学

観から推測しても容易に肯定しうるところであろう。にもかかわらず，夫人

が讃美しためは主人公たちの心情の全能という点にあった。

　Stendhalが惹かれたのもSaint－PreuxとJUIieとの愛であり，彼が初恋

の女性Victorineを私のJUIieと秘かに呼んでいたことは彼の日記が証明し

ている。M皿・de　Staelは彼女流め『Nouveile　Heloise』を描いている。即

ち，『Delphine』がそれである。此の小説に就いては1835年にSai・nte－・Beuve

が『Observations　sur　Delphine』を書いているが，彼はNecher　de　Saussure

夫人の言葉として，DelphineはMm・de　Staelの青春に於ける現実像である

と述べている。M鵬de　Staelの『Delphine』1こ於けるL60nCeとDelphine，

それに対するに，『Nouvelle　Heloise』に於けるSaint－PreuxとJUIie，及び，

DelphineとD’Alb6marに対してJulieとその従姉，さらに，　L60nceとそ

の友に対してsaint－Preuxとその友，このように作中人物群の配置も類似し

ている。

　然しながら，夫人の『Delphine』は『Nouvelle　Heloise』以上に読者が感

銘を受けるのかと反問するとそうではない。なぜなら『Delphine』にあって

は作家が感情を描きながらも，それが充分に主人公たちに息ずいていない。

つまり5遊離してしまっている。そのことが読者にいっそうMme　de　Stae1

の愛；友情，友び，道徳に関しての講義を聞かされている思いがするのであ

る。読者が主人公たちめ運命に共感を覚えるが如き場がない。そうした読者

の不満はジSaintε≒Be＆eが先述した『Observations　sur’　Delphine』の中で

この小説が書簡体であることを問題としていたが；私もこの点に原因がある
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と思う。手紙の本質は告白である。感情は片側通交に落ち入り易い。今一つ

のは信号を待たねばならぬ。連続した感情の流れはない。先述した『Rous－

seau論』さえ夫人の父Necherの政界進出のパンフレットであったと見られ

る程，政治に関しても文学同様，大いに意慾の旺盛なところを示したMme

de　Staelは哲学を知る文学者，理知を信頼する進歩主義者が社会を良導すべ

きであると主張する。此の信念が夫人の全著作の根本的思想と言われている

が，『Delphine』もその文学的実践であろう。Mme　de　Staelはその小説で情

熱的魂を持っているひとびとが秀れていることを証明し，恥しらずな，低級

な社会にかかるひとびとが交渉を持つとき，彼等が落ち入り易い危険を隈な

く知らせる。ここにMme　de　Stae1が主張した真のテーマがある。

　ところでStendhalは『Delphipe』の如き小説を書いたであろうか。1805

年当時のStendha1は手当り次第と言って良い程・読書に熱中していたが・

彼の読書リスト1こわれわれはM・・d・St・elのこの・rD・lphin・』を数える・

1805年2月3日の．日記に次の句が読まれる。

　Φ・。P，e，　rnes　P・i・・ip・　・u・　m・…t，　m・n　p・emi・・・…age　a・・ait・u　d・

grandes　ressemblances　avec　Delphine　si　je　nlavais　pas　lu　ce　roman　dans

ce　m。m。nt，，t　p。ut－－et・e・・n・ura－t－il・・…e，　q・・iq・・j・1’・i・1・・〉一①

　彼の『Le　Rouge　et　le　Noir』，『La　Chartreuse　de　Parlne』・及び・『Lucien

Leuwen』などがそうである。　Mm・de　Stael同様・St飽dhalも確かに撰ば．

れたひとびとの社会との相剋を描いている。対社会とぼかりでなく，彼の作

中人物たちは個人的にも自己の心情と葛藤していると言えよう。

　F．M．　Alb6resはDelphineとFabriceを次の如く論じている。

　　＜…Si　le　personnage　de　Delphine　est　statique　et　conventionnel，　Fabrice

est　vivant　et　naturel；il　n’est　pas　1’illustration　d’une　th60rie，　il　est　Beyle

IUi－meme．　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　－

　　Car　Fabrice　a　pu　seUlement　atre　cr6e　parce　que　Stendhal　avait　conquエs

　auparavant　dans　la　vie，　et　grace　h　l，βXP6rience，　son　naturel　sensibIe・alors
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que　Delphine　n’est　qu’une　construction　th60rique　de　Madame　de　Stael　a

partir　de　ce　naturel　sensible　qu’elle　poss6dait　par　ailleurs　peut－Stre　plus

spontan6ment　que　Stendhal．〉一〔2〕

　F．M．　Alb6rさsは以上の如く両老の小説を比較しつつ二人の作家をも論考

しているのであるが，私の観るところF．M．　Alb6resはStendhalの〈Moi

romantique＞が彼の生活での体験で獲得されたものであると看倣すならば，

彼がその〈Moi　romantique＞と対比するStendhalの〈Moi　id6010gique＞

が生れつきの，換言すれば，先天的本性であると看倣しているのであろうか

しかし，彼のかかるStendhal観はむしろ逆であるように私は思う。それで，

主論文で扱った主題がかかるStendhal観の是正であったことはすでに読ま

れた通りである。

　引用文の原典，及び，その頁。

〔1〕　Stendhal：（Euvres　intimes．　Ed．　P16iade　P．611．

〔2〕　F．M．　Alb6rらs：Le　Naturel　chez　Stendhal．　Ed．　Nizet　p．196．


